
申告書の書き方（表）

※久米島町字比嘉●●●番地
※１月１日現在と同じであれば空白可

※久米島 太郎
※クメジマ タロウ

※098-985-●●●●

※S30.12.1

※の箇所は必ず記入

令和７年１月１日時点の住所、氏名、フリガナ、生年月日、電話番号、個人番号（マイ

ナンバー）を記入してください

控除を追加される方

該当する控除欄に記入。

また、控除の追加には証明書の添付が必要となります。

添付書類につきましては、国税庁ホームページをご確認ください。

令和６年中に扶養している親族がいる方（扶養している場合のみ記入）

※扶養親族が別居している場合は申告書裏面「12 別居の扶養親族当に関する事項」に

扶養親族の氏名、住所を記入してください。

※重複して扶養控除を受けることはできません。

※扶養親族に該当するかは、令和６年12月31日の現況によって判断します。

※対象となる親族が令和６年中に亡くなっているときは、その親族の死亡時の現況に

よって判断します。

※源泉徴収票内に扶養している親族等の記載があっても、申告書内の右記枠内に氏名等

の記載がない場合、配偶者控除や扶養控除等は適用しない場合がございますので、記載

もれがないようご留意願います。

１２３４５６７８９１２２

空欄に所得のなかった事項について記載してください。

（記入例）

・●●（夫）の扶養家族又は扶養親族であった。

・●●（父）から仕送りを受けていた。

・障害年金・遺族年金・公務扶助料を受けていた。

・失業保険を受けていた。

・学生であった。

久米島 次郎（子）の扶養親族であった。


